
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 美濃加茂市立蜂屋小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日）～１１月２９日（土） 

実 施 概 要 

・１１月 ９日（日）蜂屋地区文化祭参加 

・１１月１１日（火）「蜂屋小いのちの日」  瑞林寺コンサート 

・１１月１３日（木）「ぶんぶん」による読み聞かせ 

・１１月１４日（金）「蜂屋柿づくり（皮むき作業）」いもパーティー 

・１１月２９日（土） 家族参観日「わくわくサイエンスＤＡＹ」の実施  

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

□自然  ■歴史  ■文化  ■産業  ■その他 

公開の方法 

■授業公開  ■成果発表  ■交流活動  ■講演会等 

■地域行事等参加  ■その他 

来 校 者 数 

保護者 約３５０ 人   

計  約５５０ 人 

地域関係者 約２００ 人  

（中学生、保育園親子、その他一般） 

 

実 施 状 況 
① 「蜂屋地区文化祭」参加 

各学年の書写、絵画、工作、俳句作品とクラブ作品を展示した。ステージ発表

では、４年生が「団結」を核にこれまで練習を重ねてきた合唱を発表し、その成

果を地域に伝えた。 

② 「瑞林寺コンサート」とほほえみ参観日 

５年生が総合的な学習の一環として、瑞林寺でこれまで地域を支えてくださっ

たお年寄りとのふれあいの会を開催した。昔の遊びをしたり、お年寄りから話を

聞いたりした後で、我がふるさとのすばらしさを実感しながら、交流している福

島県飯舘村の仲間へ思いをはせ「ふるさと」等の合唱を披露した。 

また、全学級が命に関わる授業（道徳や特別活動）を保護者に公開し、自他の

命の大切さを実感させた。 

③ 「ぶんぶん」による読み聞かせ 

保護者や地域の読み聞かせボランティア「ぶんぶん」の方々に、全学級が朝読

書の時間に読み聞かせをしていただいた後、感想交流を行った。今年度は、父親

の出場ということで「おやじぶんぶん」も発足した。 

④「蜂屋柿づくり（皮むき作業）」「いもパーティー」の実施 

堂上蜂屋柿は１０００年の伝統を誇る蜂屋地区の特産品である。蜂屋柿振興会

の会長さんをはじめ６名の方に、蜂屋柿の歴史の話や皮むきの手ほどきをしてい

ただきながら、３年生、５年生、６年生が皮むき作業や硫黄での燻蒸の体験をし

た。 

１年生は、地域の畑をお借りし収穫したサツマイモを使って芋きんとん作りを

体験した。特別支援学校に通う児童を迎え、共に芋きんとんを作りながら居住地

交流も同時に行った。 

④ 「わくわくサイエンＤＡＹ」（家族参観日）の実施 



今年度で１１年目を迎えるサイエンスＤＡＹは、科学に親しむとともに、親子

のふれあいの大切さを体感し、この行事を支えてくださっている関係機関やＰＴ

Ａ役員、中学生等への感謝の思いを育てる機会にもなっている。 

また、近隣の二つの保育園（蜂屋保育園と明応保育園）にも案内文書を出し、

小学校入学を前にして、本校の教育方針や活動にふれていただく機会にもなって

いる。中学生のボランティア協力者の数も毎年定着し、今年は西中学校と双葉中

学校の両校から２０名の参加があった。 

関係機関の協力も定着している。今年も、加茂高校（７名）、加茂農林高校（５

名）関西電力（株）（３名）、(株)ヤガミ（２名）の４つの関係機関にショップ

を開催していただいた。 

児童は、２４のショップから２種類を選択し、低中高ごとにグループに分かれ

て各ショップを回り、科学実験や科学的な考え方や力を応用した作品づくりを楽

しみ、保護者も共にショップ巡りを行った。 

午後からは、ノーベル物理学賞の受賞につながった「青色ＬＥＤ」について、

川辺中教頭先生に科学実験等の体験を行っていただいた。 

 

成果及び課題  
・小学生が文化祭に出品したり、合唱を披露したりすることで、文化祭を楽しみに

しているという地域の方々の話や、たくさんの方々が会場に足を運んでくださる

という主催者の方々の話を聞く。休日の開催で、引率や片付け等、ボランティア

出勤になるが、作品や発表を通して学校教育への理解を深めていただく機会にも

なっているので継続させたい。 

・今年度初めて開催した「瑞林寺コンサート 」は出席してくださった３０名ほど

の高齢者の方々から「話ができて、とても楽しかった。」「懐かしい歌を歌って

くれたので、昔を思い出した。」「歌が上手で、何度も練習したことが分かった。

涙が出そうだった。」などの素朴な感想をいただけた。子どもたちも笑顔で地域

のお年寄りと交流を楽しみ、「いのちの日」にふさわしい温かい時間を共有する

ことができた。 

・「ぶんぶん」の方々による読み聞かせも、今年で５年目となる。メンバーの方々

の顔や名前も覚え、読み聞かせをしていただいた後の感想交流も活発になってき

た。「おやじぶんぶん」では、父親の出場の大切さを実感した。 

・蜂屋柿作りは、振興会の方々の丁寧な指導の下、蜂屋小の伝統になっている。保

護者からは、地域を知るよい機会であると共に地域の方々とふれあうよい機会に

なるので今後も継続してほしいという声が聞かれる。振興会の指導者の方々から

は、蜂屋柿の歴史と伝統的な作り方や生産している人たちの願いや工夫を知って

もらうよい機会として、今後も協力をしていきたいとの話をいただいている。 

・いもパーティーを通して、特別支援学校に通う児童と居住地交流をすることがで

きた。今回初めて顔を合わせた児童も多く、これを機に交流を継続させたい。近

隣の畑をお借りして栽培したが、継続的に世話をすることが難しく、地域の方の

力に頼るところが大きかった。感謝の気持ちをしっかりと伝えていきたい。 

・サイエンスは、土曜日の参観日ということで、ほとんどの保護者の参加があり、

児童と一緒に楽しく科学実験等の体験をする中で、本校の教育活動の方針等を理

解していただけた。特に、父親の参加が年々増加してきているのは喜ばしいこと

である。 

・関係機関との連携も着実に定着し、深まってきており、今年度は、ＰＴＡ本部役

員の方々に福島の子どもたちを応援する「チョコボ」を販売していただき、本校

が飯舘村の子ども達と交流をしていることについても知っていただけた。 



 


